


▶ (m) は男性名詞，( f) は女性名詞 , (pl) は複数形を表します。

▶ TEXTE 1 / TEXTE 2 / Exercice 2 の🅙は « Japonais(e) »，🅕は « Français(e) » を意味します。

▶「不定詞」は，ほぼ英語の「原形」に相当します。本書では「不定詞」に統一しています。

▶フランス語では外来語をイタリック体で表記するため，フランス語で使われる日本語の単語はイタリッ
ク体で示しています。

通常，外来語は男性名詞に分類されます。また，原則として単複同形です。

十分に日常生活に浸透した外来語は，フランス語の一般名詞と同等に扱われる傾向があり，複数形の

表記で “s” がついていることもあります。ただし本書では，原則通り単複同形で統一しています。

      ☞柔道＝ le judo, 漫画＝ le manga / les manga

https://www.sanshusha.co.jp/text/onsei/isbn/9784384220599/

　『あなたの国では？ フランス語で文化交流』は，初級のフランス語文法を習得した学習者を対象として，

ロングセラーである『フランス人が日本人によく聞く 100 の質問』の全面改訂版 *（以下『100 の質問』）

をもとに制作されています。同書はフランス語と日本語が併記された書籍で，日本の地理，生活，社会，政

治経済，伝統文化，宗教，スポーツなどの 11 種類のテーマに区分された 100 項目について，フランス人か

らの短い質問に日本人が答える形式です。それに対してこの教科書は，『100 の質問』のテーマから１項目

ずつ（11 番目の「趣味・娯楽」のみ２項目）を採り上げて全 12 課とするとともに，対話をより重視した

構成になっています。

　教科書を編むにあたっては，各 Leçon 冒頭の Introduction，TEXTE 1，Exercice 1 〜 3 に『100 の質問』

の文章を活用しました。とりわけ TEXTE 1 はフランス人の質問に日本人が答える形式の会話文で，同書を

ほぼ踏襲しています **。もうひとつの会話文 TEXTE 2 は本書のために書き下ろしたもので，「フランス文

化に関する日本人の質問とフランス人の返答」から成っています。フランスの事情を深く掘り下げるコラム

Le savez-vous ? も新設しました。本書は単独で使用可能な教科書ですが，底本の『100 の質問』を併用し

て学習を深めることもできるでしょう。

　学習者の関心に応じてどの Leçon から始めてもかまいません。ただ難易度は，Leçon が進むにつれて緩

やかに上がっていきます。文法事項や文章の長さに関しては，仏検３級や DELF A1，A2 に対応するレベル

を想定しています。音声付きの２つのTEXTEと，上記資格試験を意識して作成された多様な練習問題により，

「読む」「聞く」「話す」「書く」の４技能を効果的に伸ばすことができるでしょう。

　語学の上達には，相手の文化への好奇心とともに，自国の文化を相手の言葉で語れることもまた大切です。

この教科書が中級文法の習得のみならず，日本文化について発信するための情報整理，フランス文化に関す

る知識獲得，コミュニケーションに役立つフランス語の語彙力強化といった様々な点においても，みなさん

の学習の一助となれば幸いです。

　最後になりましたが，教科書の制作に際しフランス語の校正を中心にご協力くださった荒原由紀子さんに

深くお礼を申し上げます。

著者一同

*   中井 珠子，南 玲子，飯田 良子『フランス人が日本人によく聞く 100 の質問　フランス語で日本について話す
ための本　全面改訂版』，三修社，2013 年。

** 対話者を 20 歳前後に設定したため，その世代の関心に合わせて『100 の質問』の内容に加筆したり，各章内
の複数項目を統合したりした箇所があります。また Introduction や Exercice の日本語の対訳は，学習の利便
性を考えて『100 の質問』よりも逐語訳に近づけたところがあります。
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本書の使い方

　本書は構成に工夫を凝らし，専門学部か否か，授業時間数，学習者のレベルなどに応じて，柔軟に内
容を選択，ピックアップして授業を構築できるように編まれています。各 Leçon の項目や練習問題に

ついても，難しい問題は自習用とするなど学習箇所を取捨選択すれば，クラスを構成する多様な学習者
のニーズに応えられることでしょう。

　フランス語を初修外国語として学ぶ学生から，「辞書を引く時間はあまりとれないけれど，長めの文
章を読んでみたい」との声も聞きます。詳細な語注はそうした学生にとって授業の予習・復習の助けに
なるでしょうし，語注を見ながら授業で扱わない Leçon を独習することも可能でしょう。
　また，各 Leçon の文法事項は，各 TEXTE の理解に役立つものを中心に選択，配置しています。したがっ

て TEXTE が難しく感じたときは，先に文法学習に取り組んでもよいでしょう。

　本書の目標は、学習者がまとまった分量の文章を読めるようになること，そして日常会話で使えるフ
ランス語を身につけることです。そのため本書では，実際のコミュニケーションで必要な表現を中心に
学び，基礎的な文法事項の定着をはかることに重点を置いています。

　文化交流を主題とする本書では，互いに自国の文化を紹介し合う会話をたくさん提供しています。本
書を用いた学習を通して「相手の言っていることが理解できた」「自分の思いを言葉にできた」という
経験を重ねる中で，学習者はフランス語を学ぶ意味を体感し，学習のモチベーションを確実に高められ
ることでしょう。

Introduction
各 Leçon で扱われる文法事項を示しています。はじめに例文をよく読み，文法の理解が不十分だと
思われる場合は各 Leçon 最終ページの Grammaire に目を通し，規則を確認するとよいでしょう。

TEXTE 1
各 Leçon のテーマについて，会話文形式で日本の事情を述べています。Vocabulaire を参考に，内
容を理解しましょう。Vocabulaire だけではわからない単語や語句は，辞書を引いて調べましょう。

En français !
TEXTE 1 の内容と関連した，穴埋めによる仏作文の問題です。「フランス語で日本のことを話す練習」
として問題に取り組みましょう。

TEXTE 2
各 Leçon のテーマについて，会話文形式でフランスの事情を述べています。Vocabulaire を参考に，
辞書も利用し，内容を理解しましょう。

Vrai ou faux ?
TEXTE 2 の理解を確認する正誤問題です。

Compréhension
・  Le savez-vous ?
　TEXTE 2 の内容を補足する日本語のコラムです。
・  穴埋め問題
　Le savez-vous ? を読んでから，内容に関する穴埋めに取り組みましょう。（　　　）に入れるべき

語句は，コラム内から選ぶことができます。

Entraînez-vous !
・  Exercice 1

指示にしたがって全文を書きかえ，完成した文を日本語に訳す問題です。文法の理解を深めるとと
もに，語彙の定着をはかります。

・  Exercice 2
ディクテ（dictée）の問題です。自然に近い会話文の中で単語の具体的な使い方を学び，フランス
語の実践的な運用力を鍛えます。

・  Exercice 3
単語の並べかえによる仏作文の問題です。フランス語の構文を身につけながら，アウトプットの練
習を行います。

＊ 選択肢の単語は，文頭に置くべき語も小文字で表しています。

Grammaire
文法事項を平易な例文とともにまとめています。文法の規則の確認と復習に役立ててください。

◎付属の音声を活用しましょう！　　　　　　　　　　　音声ダウンロード＆ストリーミング ☞ p. 2

Introduction, 会話文形式の TEXTE 1・TEXTE 2，En français ! , Vrai ou Faux ?, Exercice 2 の音声が
収録されています。教室でペア学習などをするときはもちろん，自宅学習においても積極的に音声
を聞き，必ず発音練習をしましょう。さらにディクテの練習もすると，実力が高められるでしょう。
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Leçon 6
Introduction

１. 疑問形容詞（quel / quelle / quels / quelles）
　  Quelle est la fleur officielle de votre pays ?	 　　  
　  Tu viens de quel pays ?

２. 補語人称代名詞
     （１）直接目的補語
　   Nous accueillons les migrants, mais nous ne les avons pas toujours bien traités.

     （２）間接目的補語
　  Fatima vit loin de ses parents, mais elle leur téléphone souvent.

３. 使役〈faire ＋不定詞〉
　  Il faut faire savoir aux enfants qu’ils doivent respecter la culture des autres.

あなたの国の公式の花は何ですか？

　　　　　　	 　　　　　    あなたはどの国から来ているの？

traité* > traiter  遇する［*直接目的補語が過去分詞に先行するとき，過去分詞は直接目的補語に性数一致する］

私たちは移民を受け入れますが，常に彼らを厚遇してきたわけではありません。

vit < vivre 暮らす

ファティマは両親と離れて暮らしていますが，よく彼らに電話をします。

他者の文化を尊重すべきだということを，子どもたちに知ってもらわなければなりません。

TEXTE 1
Les étrangers au Japon  日本における外国人

🅕 : Dans quel but les étrangers viennent-ils au Japon ?

🅙 : Beaucoup viennent y travailler. En principe, le gouvernement japonais 
n’accepte pas les travailleurs étrangers, mais le Japon a besoin de 
main-d’œuvre bon marché. Alors, on accepte que viennent travailler les 
descendants issus des émigrants japonais, par exemple du Brésil. 

🅕 : À part ces gens-là, acceptez-vous les étrangers d’origines non-japonaises ? 
Si oui, quels statuts ont-ils dans la vie ? 

🅙 : Oui. Le Japon accueille aussi des « stagiaires techniques » des pays d’Asie 
comme la Chine ou les Philippines, mais en réalité, ces stagiaires 
travaillent avec un bas salaire. On rencontre dans les grandes villes 
beaucoup d’étrangers qui travaillent dans la construction, la vente, la 
restauration ou d’autres secteurs. Comme dans d’autres pays, il y a aussi 
des étudiants, des enseignants et des employés d’entreprises étrangères.

Vocabulaire

but(m) 目的　　main-d’œuvre( f ) 労働力　　bon marché  安い　　descendant(e)  子孫　　
issu(e) de  〜出身の　　émigrant(e)  出国移民［cf. immigrant(e)  入国移民］　　
accueillir 受け入れる　　stagiaire( m /f ) 研修生　　secteur(m) 部門

   des nationalités
    français(e)       japonais(e)      anglais(e)       portugais(e)       américain(e)       chinois(e)    
    espagnol(e)       allemand(e)       russe       belge         suisse       coréen/coréenne     
    canadien/canadienne       italien/italienne       iranien/iranienne

En français !

日本語を読み，（　　　　　）を埋めるのに最適な語を書き入れましょう。

1 . 永住している外国人はいますか ?

　 Est-ce qu’il y a des (       étrang    ers    ) étrangers (        étrang    ers    ) ?

２. もちろんです。永住している外国人のほとんどは日本による植民地化の時代から日本に住んで
いる韓国・朝鮮人であることには留意しておかなければなりません。

Bien sûr. Il faut noter que la plupart des résidents (    étrang    ers    )  
permanents sont des (         Coréens         ) installés (       a           u     ) 
Japon depuis l'époque de la(     colonisatio      n     ) japonaise.

TEXTE 2
Les migrants en France  フランスにおける移民

🅙 : J’ai l’impression qu’en France, il y a beaucoup d’immigrés issus des pays 
arabes et africains.

🅕 : Oui, c’est vrai. Dans les années 1960-70, après l’indépendance de la 
plupart des pays colonisés, nous avons accueilli des étrangers, surtout 
des maghrébins, pour combler le manque de travailleurs contribuant 
à la prospérité de l’Hexagone. Dans les années 80, ces migrants ont 
commencé à vivre en famille dans les HLM de banlieues de Paris. Mais 
on ne les a pas toujours bien traités.

🅙 : Quels sont les problèmes récents ?

🅕 : Aujourd’hui, la France hésite entre humanité et sécurité. Nous 
voudrions accueillir, en tant que réfugiés, les migrants fuyant les guerres, 
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室（classe）で学ぶようになります。国際学級（CLIN）の授業を受けた子どもたちは，遅くとも

１年後にはそれぞれの実力に合った学年の一般クラスに入ることになります。

Leçon 6
mais ils sont trop nombreux. Il est parfois difficile de leur dire « Bienvenue 
en France ». Cependant, il ne faut pas oublier que nous devons toujours 
réfléchir à ce que nous pouvons faire pour vivre ensemble.

Vocabulaire

migrant(e)  移民（一世）　　immigré(e) （入国定住済みの）移民　　colonisé(e)  植民地化された　　
maghrébin(e)  北アフリカ（＝マグレブ）諸国の　　contribuant > contribuer  貢献する ☞ Leçon 8　　
prospérité ( f) 繁栄　　Hexagone( f) （大文字で）フランス本土 ［一般名詞hexagoneは「六角形」の意］　　
HLM (=habitation( f) à loyer modéré) 低家賃集合住宅　　banlieue( f) 郊外　　traiter 扱う　　
récent(e) 最近の　　hésiter  迷う　　réfugié(e)  難民　　cependant  けれども　　ce que ☞ Leçon 9

Vrai ou Faux ?

正しいものに V，誤っているものに F を書き入れましょう。

１. La présence des immigrés en France n’a pas influencé l’histoire.
２. La France est confrontée à un dilemme entre l’idéal et le réel. 

３. Certains Français sont contre l'acceptation de nouveaux migrants.  
４. La France refuse complètement d'accueillir les nouveaux migrants.

 ［　    ］

［　    ］

dilemme(m) ジレンマ

［　    ］

［　    ］

Compréhension

Entraînez-vous !

Exercice 1  指示にしたがって全文を書き換え，完成した文を日本語にしましょう。

1.  Les trois couleurs du drapeau français sont bleu, blanc et rouge.
［疑問形容詞を使って bleu, blanc et rouge を質問する文に］ 

Quelles sont les trois couleurs du drapeau français ?                                                                   
［日本語］ フランス国旗の 3 色の色は何ですか？                                          

2.  Dans beaucoup de cas, on considère les étrangers comme des « invités ».
［ les étrangers を補語人称代名詞の直接目的補語の形に］ 
Dans beaucoup de cas, on les considère comme les « invités ».                                                                

［日本語］ 多くの場合，人は彼らを「お客様」とみなします。                                          

3.  La plupart des Japonais sont aimables aux visiteurs occidentaux.
［ aux visiteurs occidentaux を補語人称代名詞の間接目的補語の形に］
La plupart des Japonais leur sont aimables.                                                          

［日本語］ ほとんどの日本人は彼ら（西欧人の訪問者）に対して親切です。                                           

drapeau(m) 旗

　移民や外国人移住者のフランスにおける待遇は必ずしもよくはありませんが，在仏外国人に一定

レベルのフランス語を話せるようになってもらおうという取り組みには先進的なものがあります。

たとえばフランスの公立学校（école publique）には，小学校（école primaire）にも中学校（collège）

にも，学区にひとつは国際学級（CLIN=classe internationale）があります。そこには様々な背景を

持つ移民や長期滞在の外国人の子どもが在籍しており，フランスの学校にスムーズに馴染めるよう，

ベテランの教員がゼロからフランス語教育を行います。単なる語学（langue）教育ではなく，フラ

ンスという国を成り立たせている伝統（tradition）や文化（culture）について，文学作品（œuvre 
littéraire）や芸術作品（œuvre artistique）を通して学ばせる，総合的な質の高い教育（éducation）

です。数か月もすると，十分なフランス語力が身についたと判断された生徒（élève）から順に，体

育（sport）や音楽（musique），絵画（dessin）などの授業（cours）をフランス人の生徒と同じ教

Le savez-vous ? を参考に，空欄を埋めて文を完成させましょう。

 1. いくつかの公立学校には，フランス語を十分に話せない子どものための国際学級があります。

Dans certaines (        ) (       ), il y a une classe internationale 
pour les enfants qui ne parlent pas suffisamment le français.

２. 国際学級の生徒たちは，言語だけではなくフランスの伝統や文化についても学びます。

Les élèves de CLIN apprennent non seulement la (              ) mais aussi 
la (          ) et  la  (          ) françaises.

Le savez-vous ?
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Exercice 3  日本語を参考に，【　　　】内の語を正しい順に並べ替えましょう。

1. 最も多くのブラジル人が住んでいるのは，日本のどの地域ですか？
　【　est　/　quelle　/　la plus　/　par　/　la région japonaise　/　habitée　】

              les Brésiliens ?

２. こんにち，日本在住の中国人の数は大幅に増えています。

    【　Japon　/　au　/　nombre　/　le　/　Chinois　/　des　】

 Aujourd’hui, 
    a beaucoup augmenté.  

       　　　　　　　　　　　　　　　

３. 第二次世界大戦中，日本人は韓国・朝鮮人たちに日本語を学ばせました。
　【　étudier　/　les Japonais　/　le japonais　/　aux Coréens　/　ont fait　】

　Pendant la Seconde Guerre mondiale, 

Leçon 6
Exercice 2  会話を聞き，（　　　）を埋めるのに最適な語を【　　　】から選びましょう。

【  à  /  en  /  encore  /  ceux-ci  /  présence  /  pourquoi  /  société  】

🅕  :  (    quoi                       ) est-il difficile pour les étrangers de s’intégrer dans la 
(     société                  ) japonaise ?

🅙  :   Les Japonais ont toujours vécu (     e      n     ) groupes homogènes et ils ne se 
sont pas (     encore                   ) débarrassés des barrières psychologiques 
vis-à-vis des étrangers.

🅕  :  Je comprends. C’est probablement l’une des causes de cette situation.

🅙 :  Beaucoup de Japonais, en (     pr 　　      ) des étrangers, ne peuvent pas 
s’empêcher d’avoir fortement conscience que (    　　　　　 ceu  ) ne sont pas 
Japonais.

🅕 : Mais comparé (     à         ) autrefois, j’ai l’impression que les Japonais sont 
devenus plus ouverts aux personnes et aux cultures étrangères !

s’intégrer  溶け込む　　vécu < vivre  生きる　　homogène  均質な　　se débarrasser de  〜を捨てる　
barrière( f ) 障壁　　vis-à-vis de  〜に対して　　s’empêcher de＋ 不定詞   〜するのを慎む　　

avoir conscience que ＋ 直説法   〜と自覚する

Grammaire

１. 疑問形容詞 quel / quelle / quels / quelles（どの，どれ，何の）

◎〈quel ＋ 名詞    〉または〈quel ＋ être ＋ 名詞  〉の形をとる。

◎  quel の前に前置詞をつけることもできる。

　  Quel âge avez-vous ?

　  Quelles sont tes couleurs préférées ?

　  Par quel moyen est-ce que tu viendras chez nous ?

２. 補語人称代名詞： 直接目的補語 ／ 間接目的補語
◎直接目的補語：動詞の後に前置詞なしで直接置かれる目的補語　   

    ex. aimer Julien の Julien や，lire ce livre の ce livre など

　 J’aime Julien.	      　            Julien →（主語だと il）  → le (l’)        Je l’aime.

　 Elle lit ces livres.           ces livres →（主語だと ils） → les            Elle les lit.

◎間接目的補語： 動詞の後に前置詞 à を伴って置かれる目的補語　   

    ex. plaire à Julien の à Julien や，parler à mes parents の à mes parents など

　 Cette robe plaît à Julien.             Julien →（主語だと il）   → lui           Cette robe lui plaît.

　  Je parle à mes parents.          mes parents →（主語だと ils） → leur         Je leur parle.

◎直接目的補語であれ間接目的補語であれ，補語人称代名詞は原則として動詞の直前に置かれる。

３. 使役
◎ faire ＋ 不定詞 ＋目的語（〜に〜させる）

　 Le professeur fait travailler les étudiants. 

　 D’habitude, nous faisons dormir les enfants à 9 heures.

    cf. 目的語が補語人称代名詞のとき，目的語は動詞 faire の前にくる。

　　　　Je fais chanter les enfants. → Je les fais chanter.

主語
je
tu
il

elle

直接目的補語
me (m’)
te (t’)
le (l’)
la (l’)

主語
nous
vous
ils

elles

直接目的補語
nous
vous
les
les

主語
je
tu
il

elle

間接目的補語
me (m’)
te (t’)

lui
lui

主語
nous
vous
ils

elles

間接目的補語
nous
vous
leur
leur
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Exercice 3  日本語を参考に，【　　　】内の語を正しい順に並べ替えましょう。

1. 最も多くのブラジル人が住んでいるのは，日本のどの地域ですか？
　【　est　/　quelle　/　la plus　/　par　/　la région japonaise　/　habitée　】

              les Brésiliens ?

２. こんにち，日本在住の中国人の数は大幅に増えています。

    【　Japon　/　au　/　nombre　/　le　/　Chinois　/　des　】

 Aujourd’hui, 
    a beaucoup augmenté.  

       　　　　　　　　　　　　　　　

３. 第二次世界大戦中，日本人は韓国・朝鮮人たちに日本語を学ばせました。
　【　étudier　/　les Japonais　/　le japonais　/　aux Coréens　/　ont fait　】

　Pendant la Seconde Guerre mondiale, 

Leçon 6
Exercice 2  会話を聞き，（　　　）を埋めるのに最適な語を【　　　】から選びましょう。

【  à  /  en  /  encore  /  ceux-ci  /  présence  /  pourquoi  /  société  】

🅕  :  (    quoi                       ) est-il difficile pour les étrangers de s’intégrer dans la 
(     société                  ) japonaise ?

🅙  :   Les Japonais ont toujours vécu (     e      n     ) groupes homogènes et ils ne se 
sont pas (     encore                   ) débarrassés des barrières psychologiques 
vis-à-vis des étrangers.

🅕  :  Je comprends. C’est probablement l’une des causes de cette situation.

🅙 :  Beaucoup de Japonais, en (     pr 　　      ) des étrangers, ne peuvent pas 
s’empêcher d’avoir fortement conscience que (    　　　　　 ceu  ) ne sont pas 
Japonais.

🅕 : Mais comparé (     à         ) autrefois, j’ai l’impression que les Japonais sont 
devenus plus ouverts aux personnes et aux cultures étrangères !

s’intégrer  溶け込む　　vécu < vivre  生きる　　homogène  均質な　　se débarrasser de  〜を捨てる　
barrière( f ) 障壁　　vis-à-vis de  〜に対して　　s’empêcher de＋ 不定詞   〜するのを慎む　　

avoir conscience que ＋ 直説法   〜と自覚する

Grammaire

１. 疑問形容詞 quel / quelle / quels / quelles（どの，どれ，何の）

◎〈quel ＋ 名詞    〉または〈quel ＋ être ＋ 名詞  〉の形をとる。

◎  quel の前に前置詞をつけることもできる。

　  Quel âge avez-vous ?

　  Quelles sont tes couleurs préférées ?

　  Par quel moyen est-ce que tu viendras chez nous ?

２. 補語人称代名詞： 直接目的補語 ／ 間接目的補語
◎直接目的補語：動詞の後に前置詞なしで直接置かれる目的補語　   

    ex. aimer Julien の Julien や，lire ce livre の ce livre など

　 J’aime Julien.	      　            Julien →（主語だと il）  → le (l’)        Je l’aime.

　 Elle lit ces livres.           ces livres →（主語だと ils） → les            Elle les lit.

◎間接目的補語： 動詞の後に前置詞 à を伴って置かれる目的補語　   

    ex. plaire à Julien の à Julien や，parler à mes parents の à mes parents など

　 Cette robe plaît à Julien.             Julien →（主語だと il）   → lui           Cette robe lui plaît.

　  Je parle à mes parents.          mes parents →（主語だと ils） → leur         Je leur parle.

◎直接目的補語であれ間接目的補語であれ，補語人称代名詞は原則として動詞の直前に置かれる。

３. 使役
◎ faire ＋ 不定詞 ＋目的語（〜に〜させる）

　 Le professeur fait travailler les étudiants. 

　 D’habitude, nous faisons dormir les enfants à 9 heures.

    cf. 目的語が補語人称代名詞のとき，目的語は動詞 faire の前にくる。

　　　　Je fais chanter les enfants. → Je les fais chanter.

主語
je
tu
il

elle

直接目的補語
me (m’)
te (t’)
le (l’)
la (l’)

主語
nous
vous
ils

elles

直接目的補語
nous
vous
les
les

主語
je
tu
il

elle

間接目的補語
me (m’)
te (t’)

lui
lui

主語
nous
vous
ils

elles

間接目的補語
nous
vous
leur
leur
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